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※出席者は記録者が印を付ける。
※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞
・2階職員トイレ工事昨日終了しています。
・16時から行っていた作業療法(対象者2名)は、担当者実習期間終了のためプログラム終了となります。
・本日、救急当番日となっています。
・明日のＳＳＴは、10：00～ロールプレイです。
現在SSTは3チームですが、今後は、精神症状などを考慮し再チーム分けを行うことを検討予定です。
＜患者様連絡事項＞

・木村　敬様　　12：30、無事外泊より帰院される。今後の予定は・24日他科受診・25日9：30～26日16：30まで外泊予定・26日午前、退院前訪問予定(姉も付き添う)・30日10：00退院の運びとなる予定。
担当スタッフは書類等準備をお願いします。
・飯田　修子様　本日外出され、著変なく帰院されています。忘薬なし。母親の世話をしてきたとの事。いろいろな食料品を買ってきています。
＜注目患者様評価＞
・飯田　修子様～傾眠傾向である。他者を威嚇する言動は少なくなっている。本日外出しており、帰院後の精神症状の観察を行い、他者トラブルとならない様、介入していく。
・内田　都影様～眠気が強くプログラム参加せず。他者とのトラブルなく過ごせている。
　　　　　　　　内服薬の自己管理の要求が収まらないが、もう少し様子観察を要し判断することを本人に伝え、納得はされている。おやつ、タバコ、水分管理は今までのままスタッフ管理として継続観察となる。
＜深澤Dr退院支援委員会＞
・布施　邦雄様～保証人である父親が高齢の為、面会にも以前のように来られない状態である。現住所が十和田となっている為、自宅に近い病院(精神科)への転院を進めていく予定。SWへは調整の依頼済である。
・松谷　和也様～8/30(水)治験評価にて治験終了。退院に向け障害者年金申請中である。PSWへ確認予定。青山荘入所に関して主治医へ情報提供していく。
　　　　　　　　

・畠山　文男様～本人はご家族と住みたいと希望している為、ご家族への確認が必要である。施設は自殺企図がある為受け入れ先を確保するのが困難。経済面では国民年金が未納の為対象とならず、生活保護は以前事故を起こした際、兄様が示談金を払ったことから却下されている。経済的不安の解消には精神遅滞と確定されればと障害年金を申請中。
・木村　美智子様～ご家族は本人との関わりを拒否している状態。以前傷害事件を起こしていることや自殺願望あり受け入れ先の施設を確保するのが難しい状況。本人は以前入所していた「あかしや寮」への再入所を希望している。しかし、環境や利用者間の関係性もストレスとなっている様子があることから本人、関係機関等と退院後について検討していく必要がある。

・内田　都影様～病識乏しく、自己中心的で他罰的な為、他者との良好な関係を構築することが困難。又嗜好品に関する他者とのやり取りがあり、トラブルとなりやすく、自己管理能力が低い。不調や体感幻覚を訴え各プログラムを欠席する事が目立っている。　現在、治験中(2018.4.4まで)。

・五日市　規様～精神症状（妄想）金銭管理することにより、落ち着いてきている。、社会生活への適応・継続が困難で、病識が無く、怠薬・断薬による症状悪化の可能性がある。現在はADL、IADL(洗濯、保清など)の低下が見られており、日常生活に支障きたしている状態。心理検査等実施し、軽度認知症あり、介護度Ⅱ。生活リズムを乱さないよう介入し施設入所を目指していく。
・受け持ち患者さんの対応について、枠組みを明確にする。
精神状態の混乱、患者様間、スタッフとのトラブルを防ぐ為、枠組みを明確にする。
水分、おやつ、タバコ等、制限があり、日常管理が必要な場合は、受け持ちのスタッフ
　は、表などを作成し、対応の統一を図るようにする。何か検討が必要な事が起きたときは、カンファレンス等で話し合い、担当に報告し、検討方法等対策していく。
